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生活目標  友達を大切にして、お互いの良いところを伝え合おう 

友達を大切にする目標は、各学期に 1回ありました。1学期は新しい学級に慣れ、友達の良いところに

気付くことが目標でした。2学期は様々な行事を通して、気持ちの伝え方を考えました。今月は言葉のつ

かい方を見直して、お互いの良いところを伝え合うことを目標に、友達を大切に過ごしましょう。 

副校長 矢藤 健男  教育調査の結果の報告 

2 月になり立春も間近ですが、まだ寒い日が続いています。１２月から咲き始めた校庭のアブラナも寒さ

に耐えながら春の訪れを待っているようです。 

コロナウイルス感染拡大のため、学校行事の変更等、学校からのメールの数が多くなっております。なる

べく迅速に正確な情報をお伝えしようとしているところです。一通ずつ確認していただけますよう、よろし

くお願いします。 

昨年１２月から１月にかけて実施した教育調査の結果をまとめました。回答方法を Web 回答方式に変更

しましたが、回収率が９３.１％に達し、多くの保護者の皆様に御回答いただけたことに感謝いたします。 

調査結果をまとめた表を裏面に記載しました。昨年度の結果と比較できるようにしています。３～６年生

に対する調査の結果と共にご覧ください。（１～２年生の児童には調査を行っていません。）全体的な傾向と

して、保護者・児童向け共に新規実施の項目がいくつありますが、それ以外の項目は概ね昨年度と肯定率と

大きな差はありません。（±５％程度）その中に一つだけ１０％ほど下がった項目がそれぞれありました。 

 

 

今年度はオンラインで集計することになり、１月まで回答の締め切りを延ばすことができました。このこ

とで保護者の皆様が２学期の通知表を見てこの項目に回答することができると考えました。また、今年度は

１２月に希望制の個人面談を実施しました。今年度の数値は、より実態に近い数値として受け止め、肯定率

１００％を目指して児童の学習状況の適正な評価に努めて参ります。 

 

 

 

この項目は一昨年度までは毎年５０％台でした。大宮小では自分で課題を立て、一人一人に合わせたいろ

いろな学び方で解決に導いています。この数値が低いことは子供たちが自力解決できていることも一因とな

っています。昨年度、７０％台に上がったことはコロナの影響もあり、教員の個別指導が多くなったことが

伺えます。調査対象に３・４年生が加わり、一昨年度までとは比較できない部分がありますが、この数値が

今年度６０％台になり、以前に戻りつつあると感じました。授業以外ではパワーアップ教室や朝学習等で個

別指導を行っています。今後も指導の充実に努めて参ります。 

今回の調査を区に報告することで杉並区の教育施策の改善に寄与します。また、大宮小の教育活動をさら

に改善していきます。皆様のお力添えも欠かせません。今後とも御理解と御協力をお願い申し上げます。 

児童向け No３ 授業では，自分の得意なところを伸ばしたり，苦手なところを少なくしたりできるよ

うに，個別に教えてくれている。          ７１.８％→６２.２％ 

保護者向けNo６ 学校は，子どもの学習状況を適正に評価している。 ８３.９％→７４.５％ 

教育目標：つよい子・考える子・助け合う子
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